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　（
佐
）
本
日
は
、
広
報
誌
「
ハ
ロ
ー
シ
ニ
ア
佐
倉
」
の
、

　
　
近
隣
S
C
訪
問
の
企
画
で
伺
い
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
八
街
市
S
C
の
「
こ
こ
が
特
徴
だ
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
八
）
八
街
と
い
う
と
落
花
生
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

他
に
も
里
芋
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
野
菜
の
生
産
量
が
多
く
、
季

節
に
応
じ
た
収
穫
作
業
な
ど
、
農
作
業
関
係
の
仕
事
が
結
構

入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
こ
1
，2
年
は
、
希
望
す

る
会
員
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
、災
害
の
被
害
が
あ
っ

た
こ
と
も
関
係
し
て
、残
念
な
が
ら
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

阿
部
副
会
長
の
お
話
で
、「
私
も
梨
農
家
へ
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
摘
花
や
選
果
な
ど
の
作
業
は
草
取
り
な
ど
と

違
っ
て
、
専
門
的
な
技
術
が
必
要
で
、
素
人
で
は
な
か
な
か

難
し
く
、
経
験
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。」

取
材
担
当
／
広
報
委
員
長
　
長
田  

成
兒

会員数   （令和2年6月末）　
女性比率（令和2年6月末）
受注件数（令和元年度）
受注金額（令和元年度）
　　　       公共：民間比率
人口（令和2年4月1日）
面積

302名
38.4％
1,336件

136,747千円
31：69

69,169人
74.94k㎡

1,063名
29.8％
18,089件
568,027千円
15：85

175,476人
103.69k㎡

八街市SC区分 佐倉市SC

今
回
は
、八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
S
C
）を
訪
問
し
、石
原
会
長
、阿
部
副

会
長
、生
形
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、十
分
な
間
隔
を
と
る
配
慮
を
し
て
い
た
だ
い
て
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
）
取
材
を
終
わ
っ
て
の
帰
り
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
副
会
長
が
指
さ
す
先
に
は
、
3
羽

の
ひ
な
が
顔
を
出
し
た
ツ
バ
メ
の
巣
。
ほ
ん
わ
か
し
た
気
持

ち
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
石
原
会
長
、
阿
部
副
会
長
、
生

形
事
務
局
長
に
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
親
切
に
取
材
に

応
じ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八街市SC概要

人
材
セ
ン
タ
ー
訪
問

第
3
回

　
　（
佐
）
公
共
関
係
の
仕
事
が
、
佐
倉
市
S
C
に
比
べ
る

　
　
と
多
い
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
受
け
て

い
ま
す
か
？

（
八
）
公
園
の
清
掃
や
市
役
所
・
中
央
公
民
館
・
図
書
館
・

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
な
ど
公
共
施
設
の
管
理
と
清
掃
、
そ
れ
と

朝
だ
け
で
す
が
駐
輪
場
の
管

理
も
し
て
い
ま
す
。

八
街
、
榎
戸
2
駅
の
通
路
の

清
掃
も
受
け
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
以

前
は
民
間
だ
っ
た
時
も
あ
り

ま
す
が
、
今
は
セ
ン

タ
ー
で
一
手
に
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
一
時
的
な
も
の

で
す
が
、
交
通
安
全
運

動
の
時
期
に
は
、
市
か
ら
の
応
援
要
請
に
応
じ
て
、

チ
ラ
シ
配
布
の
街
頭
活
動
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
　 

（
佐
）
S
C
の
普
及
・
啓
発
活
動
あ
る
い
は
会
員
勧
誘

　
　 

活
動
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

（
八
）
市
の
広
報
に
掲
載
す
る
他
、
一
般
家
庭
へ
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
住
宅
集
中
地
区

を
中
心
に
役
員
が
分
担
し
て
年
に
数
回
や
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
園
、
駅
前
清
掃
の
就
業
時
に
、
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て

会
員
募
集
を
や
っ
て
い
ま
す
。
の
ぼ
り
旗
を
見
て
説
明
会
に

来
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

他
に
は
、
11
月
の
産
業
ま
つ
り
で
、
テ
ン
ト
の
一
画
を
借
り

て
の
啓
発
普
及
活
動
や
会
場
の
出
入
り
口
で
の
チ
ラ
シ
配
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
今
年
の
産
業
ま

つ
り
は
、
コ
ロ

ナ
で
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

　
　（
佐
）
八
街
市
S
C
は
、
会
員
の
女
性
比
率
が
高
く
、

　
　
40
％
弱
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
何
か
、
女
性
会
員
勧
誘

の
秘
訣
が
あ
る
の
で
す
か
？

（
八
）
正
直
言
っ
て
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
活
動
は
し
て

い
な
い
の
で
す
が
、
思
う
に
、
公
共
施
設
の
清
掃
関
係
の
仕

事
や
民
間
の
清
掃
の
仕
事
、
ス
ー
パ
ー
で
の
お
惣
菜
づ
く
り

な
ど
女
性
が
主
に
就
業
す
る
仕
事
の
需
要
が
多
い
の
で
、
女

性
会
員
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
　（
佐
）
就
業
率
が
95
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
佐
倉

　
　
は
85
％
）
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

（
八
）
会
員
が
少
な
い
中
で
、
や
り
く
り
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
就
業
率
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
未
就
業
者
に
対
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
就
業
で
き
る
よ
う
希
望
職
種

の
変
更
を
促
し
て
い
ま
す
。

八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

左から、生形頼男常務理事兼事務局長
石原俊麿会長、阿部守作副会長

　

田
中
会
長
か
ら
は
挨
拶
で
、

安
全
就
業
面
で
は
、特
に
草
刈

機
の
事
故
が
多
く
、こ
れ
を
減

ら
す
施
策
に
知
恵
を
出
し
て

頂
き
た
い
、適
正
就
業
面
で
は

就
業
マ
ナ
ー
の
改
善
と
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
規
則
の

改
訂
を
行
っ
て
頂
き
た
い
、と

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
題
に
入
り
、弘
松
委
員
長
、

新
保
安
全
就
業
管
理
者
、
及

び
羽
部
安
全
就
業
推
進
委
員

か
ら
各
項
目
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
席
の

理
事
及
び
委
員
か
ら
は
多
数

の
質
問
が
出
さ
れ
、広
範
囲
に

及
ぶ
種
々
の
方
策
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
交
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
重
要
な
事
項
と
し
て
は
、

昨
年
度
の
事
故
件
数
は
、傷
害
事
故
が
13
件
、

物
損
事
故
が
12
件
の
合
計
25
件
で
あ
る
旨
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
う
ち
、作
業
開

始
前
に
ど
こ
が
危
険
な
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
お
く
こ
と
で
、半
分
は
防
げ
た
の
で
は
な
い

か
、と
の
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
年
度
は
既
に
5
件
の
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、今
後
は
、事
故
原
因
究
明
と
防
止
策
の

検
討
を
更
に
突
っ
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
安
全
就
業
目
標
は
、

(1)
重
篤
事
故
0
件

(2)
安
全
就
業
基
準
に

定
め
る
遵
守
義
務
違

反
に
よ
る
事
故
0
件

と
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。目
標
達

成
の
為
、ど
の
様
に
し

て
一
般
の
会
員
に
安

全
就
業
基
準
の
要
点

を
分
か
り
易
く
知
ら

せ
る
か
が
、今
後
の
検

討
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
　

そ
の
他
の
今
年
度

の
課
題
と
し
て
は
、草

刈
り
講
習
会
の
見
直

し
、規
定
の
整
合
性
の

検
証
と
整
備
、セ
ン

タ
ー
所
有
車
の
利
用

規
定
の
策
定
、コ
ロ
ナ

感
染
防
止
策
、熱
中
症

対
策
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、会
員
の
安
全
・
適
正

就
業
の
状
況
改
善
の
為
、様
々
な
方
策
を
検
討

し
、実
行
し
て
い
る
委
員
会
の
姿
を
取
材
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

取
材
担
当
　
広
報
委
員
　
小
野
寺  

弘
孝

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
か
れ
ま
し
た

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て 7

月
17
日
に
、 

今
年
度
第
1
回
目
の
安
全 

・ 

適
正
就
業
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

委
員

会
に
同
席
し
取
材
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
始
め
に
、千
葉
県
内
で
は
過
去
１０
年
以
上
林

業
で
の
死
亡
事
故
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、近

年
林
業
以
外
で
の
死
亡
事
故
が
増
え
て
お
り
、

平
成
２９
年
に
建
設
業
他
で
５
件
の
死
亡
事
故
、

昨
年
秋
の
台
風
被
害
関
連
に
よ
る
千
葉
市
、市

原
市
で
の
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、

厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
、安
全
対
策
強
化
の
た

め
の｢

教
育
の
充
実｣

等
を
内
容
と
す
る
労
働

安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
の
趣
旨
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、改
正
さ
れ
た
特
別
教
育
に
つ
い
て
テ

キ
ス
ト
に
沿
っ
て
概
略
説
明
が
あ
り
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
等
の
特
別
教
育
修
了
者（
旧
労
働
安
全

衛
生
規
則
第
３６
条
第
８
号
）は
、今
日
の
補
講

で
、【
学
科
】①
伐
木
等
の
作
業
に
関
す
る
知
識 

②
関
係
法
令（
各
１
時
間
）、【
実
技
】

伐
木
等
の
方
法（
30
分
）の
受
講
を
終

了
す
る
と
、改
正
省
令
が
施
行
さ

れ
る
８
月
１
日
以
降
も
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
の
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
と

の
説
明
が
有
り
ま
し
た
。

　

実
技
の
講
習
で
は
、下
肢
の
切

創
防
止
用
保
護
衣
の
着
用
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
、「
ズ
ボ
ン
型
」「
チ
ャ
ッ
プ
ス

型
」防
護
衣
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、装
着
の
仕
方

な
ど
を
現
物
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、そ
の
お
値
段
を
聞
く
と
メ
ー

カ
ー
に
も
よ
る
そ
う
で
す
が
１
５
０
０
０
円
〜

１
６
０
０
０
円
程
す
る
高
価
な
物
ら
し
い
の
で

す
が
、一
度
で
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
傷
つ
け
た

防
護
衣
は
再
度
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
決
ま

り
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
２
時
間
３０
分
以
上
に
亘
り
受
講
し
た
植

木
職
の
皆
さ
ん
に
は
、無
事
修
了
証
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。お
疲
れ
様
で
し
た
。今
後
、一
層
の

安
全
作
業
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
回
は「
補
講
」で
し
た
が
、

９
月
、１０
月
に
は「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
」の
講

習
が
当
セ
ン
タ
ー
に
て
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
補
講
講
習
会
開
催

　

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
は
、会
員
に
安
全

で
適
正
公
平
な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
と
共

に
、発
注
者
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
、理
事
会

の
下
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

取
材
担
当
　

広
報
委
員
　 

長
谷
川
　
幸
雄

講習会の様子
はスマホで
ご覧下さい

動  画

当
セ
ン
タ
ー
植
木
職
技
術
向
上
委
員
会
主
催

に
よ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
補
講
講
習
会
が
、
７

月
２６
日（
日
）ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、
伐
木
等
に
関

連
す
る
省
令
改
正
に
伴
い
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作

業
者
の
受
講
が
必
須
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

林
災
防（
林
業･

木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

協
会
）千
葉
県
支
部
の
太
田
局
長
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
植
木
職
の
会
員
２２
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
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取
材
担
当
　

広
報
委
員
　 

徳
野
　
廣
一

業務の様子は
スマホでご覧下さい

動  画

職
群
紹
介

刃
物
研
ぎ
班

1
8
0
0
丁
か
ら
2
0
0
0
丁

　
当
班
で
1
年
間
に
砥
ぐ
刃
物
の
総
数
で
す
。

家
庭
で
活
躍
し
て
い 

る
庖
丁
が
最
も
多
く
、

植
栽
の
手
入
れ
に
不
可
欠
な
鋏
類
が
そ
れ
に

続
き
ま
す
。
次
の
よ
う
な
刃
物
を
砥
い
で
い

ま
す
。 

◇
庖
丁
類
　
家
庭
で
使
用
す
る
庖
丁(

万
能
・

牛
刀
・
出
刃
・
刺
身
・
菜
切
り
・
ペ
テ
ィ
ナ

イ
フ) 

◇
鋏
類
　（
植
木
・ 

剪
定
・ 

刈
り
込
み
・ 

生
け

　
花
・ 

ラ
シ
ャ
鋏
等)

 

◇
草
刈
り
カ
マ
・
ク
ワ
・
ナ
タ
・
ノ
ミ

 

◇
そ
の
他
の
刃
物
　
現
物
を
確
認
し
て
か
ら

お
引
き
受
け
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
製
刃
物 

は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

砥
ぎ
方

　
◇
庖
丁
類
は
砥
石
で
砥
い
で
仕
上
げ
ま

す
。
最
終
仕
上
げ
ま
で
の
工
程
を
順
に
紹
介

し
ま
す
。

①
刃
付
け
・
荒
砥
ぎ（
ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー
研
磨
）  

②
荒
砥
ぎ
（
#
4
0
0
荒
砥
石
） 

③
中
砥
ぎ
1
回
目
（
#
8
0
0
中
砥
石
） 

④
中
砥
ぎ
2
回
目
（
#
1
2
0
0
中
砥
石
） 

⑤
仕
上
げ
砥
ぎ
（
#
6
0
0
0 

仕
上
げ
砥
石
）  

⑥
小
刃
付
け
（
#
6
0
0
0 

仕
上
げ
砥
石
）

⑦
刃
先
最
終
仕
上
げ
（
本
革
）

 

◇
鋏
類
は
ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー
で
刃
付
け
し
て

仕
上
げ
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
の
刃
物
砥
ぎ

(1)
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
1
階
作
業
場
で
の
刃
物
砥

　
ぎ
は
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
し
ま
す
。 

(2)
『
巡
回
刃
物
砥
ぎ
』 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

　
に
よ
り
4
月
と
5
月
は
す
べ
て
中
止
に
な

　
り
、
前
半
は
6
月
の
第
1
日
曜
日
か
ら
再
開

　
し
て
5
ヶ
所
の
会
場
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
後
半
は
9
月
の
第
1
日
曜
日
か
ら
始
め
て

　
13
ヶ
所
の
会
場
を
毎
週
巡
回
す
る
予
定
で

　
す
。

 (3)
『
巡
回
刃
物
砥
ぎ
』
の
情
報
　
佐
倉
市
の

　
広
報
誌
に
巡
回
の
予
定
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

待
っ
て
い
ま
す

砥
ぎ
は
ワ
ン
コ
イ
ン
よ
り

　
主
な
刃
物
の
砥
ぎ
料
金
で
す
。
詳
細
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。

一
般
家
庭
で
使
用
す
る
調
理
用
万
能
庖
丁

…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
丁 

5
0
0
円
よ
り

 

和
庖
丁  (

出
刃
・
刺
身
・
薄
刃)   

…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
丁 

6
0
0
円
よ
り

 

刈
り
込
み
鋏    

…
…
…
1
丁 

9
0
0
円
よ
り 

※

刃
の
形
状
修
正
、
刃
こ
ぼ
れ
修
正
、
錆
落

と
し
並
び
に
和
庖
丁
の
柄
交
換
は
別
料
金
で

す
。

活
動
の
場
所
と
時
期

(1)
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
1
階
作
業
場
　

　
毎
週
　
火
曜
日
と
金
曜
日
　
午
前
9
時
〜

　
正
午
　
受
付
は
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
佐
倉

　
二
階
事
務
所
に
て
随
時
承
っ
て
い
ま
す
。

　
1
年
間
に
砥
ぐ
刃
物
の
総
数
の
約
3
割
は

　
こ
の
作
業
場
で
砥
い
で
い
ま
す
。

(2)
自
治
会
集
会
所
等
　

　『
巡
回
刃
物
砥
ぎ
』
と
し
て
当
班
部
隊
が

　
現
地
会
場
に
出
向
き
ま
す
。
　

　
活
動
時
期
　
前
半
：
4
月
〜
6
月
、
後
半
：

　
9
月
〜
11
月
　
毎
週
日
曜
日(

原
則)

に

　
巡
回
し
ま
す
。  

　
活
動
時
間
：
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
　

　
現
地
会
場
で
当
日
の
午
前
中
に
受
付
け
て
、 

　
午
後
に
引
渡
し
ま
す
。

　 

1
年
間
に
砥
ぐ
刃
物
の
総
数
の
約
7
割
は

　  『
巡
回
刃
物
砥
ぎ
』の
会
場
で
砥
い
で
い
ま
す
。

　
『
刃
物
砥
ぎ
』
の
技
能
者
は
減
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、「
刃
物
砥
ぎ
の
依
頼
先 

が
身

近
に
な
い
」
と
困
っ
て
い
る
方
は
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
当
班
で
刃
物
砥
ぎ
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
る
方
を
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
技

能
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
、

事
務
局
も
し
く
は 

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
1
階
作
業
場

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
い
で
よ
く
切
れ
る
刃
物
を
使
う
と
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
ら
ず
、
無
理
も
し
な
い
の
で
安

　
　
　
全
で
す
。 手
間
の
か
か
る
料
理
の
下
ご
し
ら
え
は
と
て
も
は
か
ど
り
、植
木
の
手
入

れ
も
体
へ
の
負
担
は
軽
く
な
り
ま
す
。 ◇
西
牧
班
長
の
率
い
る
刃
物
研
ぎ
班
で
は
皆
さ
ま
か

ら
の
依
頼
を
請
け
て
、5
名
の
砥
ぎ
技
能
者
が
専
用
機
器
と
砥
石
で
刃
物
を
砥
い
で
い
ま

す
。 今
月
は
こ
の
班
の
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 今
年
7
月
5
日
の
染
井
野
北
集
会

所
で
の
巡
回
刃
物
砥
ぎ
の
動
画
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

砥

　
シ
ル
バ
ー
世
代
に
と
っ
て
は
、
ほ
か
の
人

の
暮
ら
し
に
役
立
つ
機
会
が
あ
る
と
、
気
持

ち
に
張
り
合
い
も
生
ま
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
か

ら
お
預
か
り
し
た
刃
物
を
丁
寧
に
砥
い
で
気

持
ち
の
良
い
切
れ
味
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
、

刃
物
研
ぎ
班
の
社
会
へ
の
お
役
立
ち
で
す
。

心
持
ち

3
密
を
避
け
る
工
夫

　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
2
階
会
議
室
の
入
り
口
に

は
、
消
毒
液
・
ア
ル
コ
ー
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

予
備
マ
ス
ク
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、「
持
ち

込
ま
な
い
」
対
策
が
完
璧
に
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
空
調
を
つ
け
た
ま
ま
窓
を
開
け
放
し
、

充
分
な
換
気
を
行
い
な
が
ら
、
各
テ
ー
ブ
ル

に
は
1
人
だ
け
着
席
し
、
広
い
間
隔
と
接
触

を
避
け
た
配
置
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ご
利
用
者
様
に
対
す
る
工
夫

　
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
た
3
月
以
降
、

訪
問
介
護
事
業
所
で
は
、
ご
利
用
者
様
を
3
種

に
分
け
、
訪
問
頻
度
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
感
染

予
防
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
当
セ
ン

タ
ー
の
介
護
事
業
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
佐
倉

市
よ
り
助
成
金
が
支
給
さ
れ
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
購
入
し
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
配
付
し
ま

し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
田

中
常
務
理
事
よ
り
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
へ
の

慰
労
の
言
葉
と
共

に
、
こ
の
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
説
明
が

あ
り
、
実
際
に
装
着

し
て
感
触
を
確
か
め

ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
は
、「
見
た

目
よ
り
軽
く
、マ
ス

ク
と
併
用
す
る
こ
と

で
、ご
利
用
者
様
と
ヘ
ル
パ
ー
の
感
染
防
止
に
と

て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
好
評
で
し
た
。

　
最
前
線
で
仕
事
を
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

は
、
ご
自
身
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
が
必
ず
お
役
に
立
つ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
講

習
会
で
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
皆
さ

ん
安
全
と
健
康
に
留

意
し
ご
活
躍
く
だ
さ

い
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！！

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
中
、当
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
介
護
事
業
所
に
は
、医
療

従
事
者
と
同
様
に
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー

会
員
が
い
ま
す
。 

6
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た「
訪
問
介
護
職

研
修
会
」で
の
感
染
予
防
対
策
を
取
材
し
ま
し
た
。現

場
で
の
工
夫

訪問介護
事業の

コロナ最前
線

取
材
担
当

広
報
副
委
員
長
　
葛
西
　
正
敏

当
セ
ン
タ
ー
の

I
T
化
の
取
り
組
み
を
、

千
葉
日
報
が
報
道
！

訪
問
介
護
事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
は
、各
々
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
専

用
の
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
、 

訪
問
し
た
利
用
者
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
、ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
事
業
所
に
報
告
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、 

報
告
書
の
作
成
や
提
出

の
た
め
事
務
所
に
行
く
手
間
な
ど
が
不
要
に
な
り
、 
と
り
ま
と
め
事
務
担
当
者
も
パ

ソ
コ
ン
へ
の
打
ち
込
み
作
業
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。 
若
者
と
違
い
、 

高
齢
者

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ス
マ
ホ
な
ど
敬
遠
し
が
ち
な
も
の
。 
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

何
度
も
練
習
を
重
ね
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
事
業
所
は
他
に

は
無
く
、 

こ
の
ほ
ど
千
葉
日
報
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。


